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市
内
三
条
町
に
あ
る
会
下
山
遺
跡
は
、

弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
（
今
か
ら
約
二

千
年
前
）
の
山
の
頂
き
に
あ
る
、
珍
し
い

集
落
跡
で
す
。

　

昭
和
二
十
九
年
、
山
手
中
学
校
の
背
山

の
植
物
実
習
園
の
整
備
工
事
に
伴
っ
て
、

生
徒
が
出
土
し
て
い
る
弥
生
土
器
を
発
見

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭
和
三

十
一
〜
三
十
六
年
ま
で
、
村
川
行
弘
・
石

野
博
信
両
氏
が
担
当
し
て
、
数
年
に
及
ぶ

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
竪
穴
住
居
跡
や
祭
祀
場
跡
、

火
焚
き
場
を
は
じ
め
、
弥
生
時
代
の
集
落

を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
跡
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
ム
ラ
び
と

が
使
っ
た
土
器
や
石
器
・
鉄
器
・
青
銅
器
な

ど
の
遺
物
が
、
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
弥
生
時
代
の
山
上
の
集
落（
専
門
的
に

は「
高
地
性
集
落
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、中

学
校
・
高
等
学
校
の
教
科
書
・
参
考
書
等
に

も
登
場
）の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
日
本
考
古
学
史
上
に
残
る
大
き
な

成
果
で
す
。

　

昭
和
三
十
五
年
に
は
、
そ
の
学
術
的
な

重
要
性
が
高
く
評
価
さ
れ
、
兵
庫
県
史
跡

第
一
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
掘
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
な
ど
は
、
歴

史
教
材
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、

芦
屋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
清
掃
奉

仕
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
三
十
五
年
以
上

継
続
さ
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市

民
の
皆
さ
ん
や
登
山
者
た
ち
に
親
し
ま
れ

な
が
ら
、
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
発
掘
調
査
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十

年
目
に
あ
た
る
平
成
十
八
年
に
は
、
そ
の

記
念
事
業
と
し
て
、
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で

「
会
下
山
か
ら
邪
馬
台
国
へ
」
と
題
し
た

　

当
日
は
、
七
百
人
を
超
え
る
参
加
者
で

会
場
が
満
席
と
な
り
、
立
ち
見
が
で
る
ほ

ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
国
史
跡
指

定
に
向
け
て
の
、
一
つ
の
契
機
と
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
を
経
て
、
市
教
育
委
員
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高
地
性
遺
跡
の
正
確
な
範
囲
を
見
極
め

る
た
め
、
北
限
域
お
よ
び
東
限
域
に
調
査

ト
レ
ン
チ
を
八
本
設
定
し
、
遺
跡
の
評
価

全
体
に
関
わ
る
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

北
限
付
近
に
設
定
し
た
第
二
・
第
三
・
第

七
ト
レ
ン
チ
で
は
、
堀
割
状
遺
構
を
検
出

し
ま
し
た
。
と
く
に
、
第
二
・
第
七
ト
レ

ン
チ
の
遺
構
は
一
体
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、

中
世
山
城
の
堀
割
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
ま

す（
幅
三
・
三
ｍ
、深
さ
〇
・
九
ｍ
）。

　

東
斜
面
の
山
裾
に
設
定
し
た
第
四
・
第

五
ト
レ
ン
チ
で
は
、
斜
面
を
削
り
出
し
、

平
坦
面
を
造
成
し
た
「
段
状
遺
構
」
を
各

所
で
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

遺
構
か
ら
は
弥
生
時
代
後
期
前
半
の 
甕 
や

�
�

 
高
杯 
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
で

�
�
�
�

も
高
座
川
へ
の
水
汲
み
な
ど
、
東
へ
下
る

ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
東
斜
面

の
裾
付
近
ま
で
遺
構
が
広
が
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
第
四
ト
レ
ン
チ
で
は
、
東
方
谷

筋
斜
面
で
、
念
入
り
に
岩
盤
を
削
っ
て
平

坦
地
を
造
っ
た
上
で
炉
づ
く
り
を
行
っ
た
、

高
温
・
高
火
度
焼
成
の
焼
土
坑
が
あ
り
ま

自
然
科
学
分
析
の
結
果
に
よ
り
、
今
後
そ

の
機
能
・
用
途
を
よ
り
特
定
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
重
要
な
遺
構
の
一
つ
で
、

多
数
の
研
究
者
か
ら
も
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｃ
号
住
居
跡
と
同
一
面
上
の
南
西
部
に

接
し
て
、
別
の
遺
構
が
二
〜
三
存
在
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

第
八
ト
レ
ン
チ
は
最
も
山
裾
に
設
け
ら

れ
た
調
査
場
所
で
、
従
来
は
土
器
が
出
土

す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
、

多
量
の
土
器
片
に
加
え
、
柱
跡
な
い
し
は

杭
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
土
器
の
遺
存
状
態
か
ら
、
ご
く
近
在

に
生
活
遺
構
や
別
集
団
の
居
住
域
が
埋
も

れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

集
落
北
限
で
は
、
堀
跡
が
み
つ
か
り
ま

し
た
。
ト
ッ
プ
の
地
形
に
は
墳
丘
墓
の
可

能
性
を
持
つ
マ
ウ
ン
ド
も
み
ら
れ
、
そ
れ

ら
を
取
り
巻
く
と
と
も
に
、
村
全
体
の
北

を
画
す
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
、
第
三
次
調
査
で
は
、
遺
構

配
置
に
関
す
る
正
確
な
測
量
調
査
を
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
測
量

で
、
十
㎝
等
高
線

の
細
密
図
で
す
。

　

こ
の
山
で
生
活

し
た
、
弥
生
人
が
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山
頂
尾
根
南
端
部
に
、
五
本
の
調
査
ト

レ
ン
チ（
＊
注
）を
設
定
し
、
弥
生
時
代
中

期
後
半
か
ら
後
期
前
半
の
竪
穴
住
居
跡
一

棟
を
、
新
た
に
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遺
物
包
含
層
が
、
山
頂
部
平
坦

面
の
南
端
ま
で
続
く
こ
と
を
、
突
き
止
め

ま
し
た
。
見
つ
か
っ
た
新
し
い
竪
穴
住
居

跡
は
、
Ｃ
住
居
跡
か
ら
南
東
へ
約
十
ｍ
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
斜
面
の
高
い
方
を
削

り
取
り
、
低
い
方
に
盛
土
を
し
て
、
床
部

分
を
造
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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山
頂
尾
根
部
の
西
斜
面
に
、
四
本
の
調

査
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
ま
し
た
。
傾
斜
に

沿
っ
て
設
け
た
ト
レ
ン
チ
で
は
、
Ｃ
住
居

跡
に
近
接
す
る
遺

構
の
存
在
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に

は
急
峻
な
西
斜
面

域
に
相
当
数
の
土

器
が
出
土
す
る
こ

会
は
、
国
史
跡
指
定
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

会
下
山
遺
跡
を
現
在
の
学
問
的
水
準
で
再

検
証
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
に
わ
た

り
、
三
次
に
及
ぶ
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
特
集
で
は
、
新
し
い
調
査
の

成
果
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
見
直
さ
れ
た

会
下
山
遺
跡
の
学
術
的
な
価
値
を
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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午後０時５分②午後２時～３時
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���　12月５日（土）①午前10時～午後０時９分②午後１時～３
時９分③午後３時40分～５時49分　���　ルナ・ホール　��
���中村雅俊・原田美枝子・井上
順・戸田恵子・イッセー尾形・綾戸
智恵／深川栄作監督作品〈２時間
９分〉　����　中学生以上
1,000円・小学生500円〈当日券の
み・全席自由〉＊広報紙掲載記事部
分持参で、中学生以上200円引き
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���　12月24日（木）午後６時30分開場・
午後７時開演　���　ルナ・ホール　�
��　青島広志・横山美奈（ソプラノ）・澤
田浩一（テノール）・ボイスフィールド（合
唱）　����　前売2,000円（当日2,500円）
��������　市民センター事務所・
グリル業平・市役所売店・ローソンチケッ
ト（Ｌコード57560）
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「
会
下
山
か
ら
邪
馬
台
国
へ
」
と
題
し
た

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
温

高
火
度
焼
成
の
焼
土
坑
が
あ
り
ま

し
た（
現
長
一
・
六
ｍ
、深
さ
〇
・
九
ｍ
）。金

属
器
生
産
な
ど
に
関
わ
る
特
殊
な
炉
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
多
量

に
採
取
し
て
お
り
、
被
熱
調
査
を
含
め
た

し
た

弥
生
人
が

作
っ
た
構
造
物
の
、

位
置
関
係
が
リ
ア

ル
に
分
か
る
も
の

で
す
。

器
が
出
土
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

五
十
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
学
術
目
的

の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
新
た
な
知
見
が
数

多
く
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
遺

跡
の
性
格
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
で
激

動
の
弥
生
社
会
の
構
造
に
も
多
く
の
ヒ
ン

ト
を
も
た
ら
す
成
果
で
す
。

　

会
下
山
遺
跡
は
、
竪
穴
住
居
跡
数
棟
か

ら
成
る
よ
う
な
小
集
団
の
ム
ラ
跡
で
は
な

く
、
尾
根
の
縁
辺
や
斜
面
に
も
遺
構
を
と

ど
め
る
規
模
の
大
き
い
集
団
が
生
活
を
営

ん
だ
土
着
性
の
強
い
高
地
性
集
落
で
あ
る

こ
と
が
新
た
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

分
節
す
る
地
形
か
ら
み
て
、
複
数
の
集

団
が
、
役
割
を
変
え
つ
つ
存
在
し
て
い
た

可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
見
つ
か
っ
て
い
る

居
住
や
、
祭
り
に
使
用
さ
れ
た
竪
穴
構
造

の
建
物
、
火
た
き
場
、
倉
庫
な
ど
に
加
え
、

新
出
の
堀
割
状
遺
構
や
、
金
属
器
生
産
あ

る
い
は
の
ろ
し
台
と
も
考
え
ら
れ
る
焼
土

坑
な
ど
が
存
在
し
、
防
御
機
能
や
生
産
機
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構
の
仕
組
み
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

会
下
山
遺
跡
は
、
逃
げ
城
的
な
小
村
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
集
団

が
居
住
し
、
生
産
や
流
通
の
面
で
も
は
る

か
に
先
進
的
な
ム
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
日
本
の
高
地
性
集
落
の
性
格
や
弥
生

社
会
の
仕
組
み
自
体
に
、
大
き
な
見
直
し

を
迫
る
発
見
と
い
え
ま
す
。

　

以
上
の
成
果
を
受
け
、
会
下
山
遺
跡
は

全
国
を
代
表
す
る
典
型
的
な
弥
生
時
代
の

高
地
性
集
落
と
し
て
、
全
山
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
持
つ
遺
構
が
今
な
お
存
在
す
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
保
存
と
活
用
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
、
国
民
あ
げ
て
長
年
行
っ
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
現
代
人
や
未
来
の
人
び
と

に
託
さ
れ
た
大
き
な
課
題
と
思
い
ま
す
。

　

市
制
七
十
周
年
を
迎
え
る
来
年
度
に
は
、

こ
の
成
果
を
市
民
全
体
で
共
有
す
る
催
し

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
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　本年４月から条例原案の協議を進めている「（仮称）芦屋市文化基
本条例原案（骨子案）」について、９月25日から10月24日まで市民の皆
さんの意見を募集しましたが、意見の提出はありませんでした。
　今後は、「（仮称）芦屋市文化基本条例原案」を取りまとめ、来年３月
市議会に提案する予定にしています。
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　下記の登録の要件に該当し、新規登録を希望する団体や
グループは、申請手続きをしてください。　登録承認の有効
期間は、平成22年３月1日から平成24年８月31日までです。
� � � � � �
①社会教育法に基づく組織的な教育活動を自ら行い、その
　団体の学習活動・内容が明確であり、公の支配に属さない団体であること。
②団体運営については、団体に主体性があり、営利事業や政治・宗教活動を目的と
　しない任意団体であること。特に芸能・趣味関係団体については、活動が流派の
　普及活動や指導者の営利を目的としたり、またはそれに類した行為を行わない
　団体であること。
③過去1年以上の実績があり、将来も継続して活動できる団体であること。
④規約があり、会計・会計監査等の制度が確立しており、団体の本拠としての事務
　所が芦屋市にあること。
⑤健全な自己財源を持ち、会員の会費等の負担額が一般的に見て高額すぎないこと。
⑥団体の活動への参加窓口を一般市民に広げていること。団体内だけの活動のみ
　でなく、地域全体への普及啓発活動があること。
⑦組織の構成メンバーが10人以上で、主として（６割以上）芦屋市民であること。　
　また、芦屋市域を活動の拠点にしていること。
��������	
�
���　12月10日～25日（平日・執務時間内）　�����　生涯学習課

�������	
��
���

�������	
��
�����������

�������	
���
������

���　12月18日（金）午
後１時30分～３時30分　
���　市役所分庁舎２
階中会議室　����　
新聞チラシ（８ ㎝×55㎝
を36枚）・直経３ ㎜ の編
棒１本・ボンド・はさみ　
����　350円　��
���　下記へ
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���　12月９日（水）①午前10時30分～午
35分　���　上宮川文化
センター３階ホール　��
��　蟹江一平・滝藤賢一
ほか／語り・大竹しのぶ／
山本保博監督作品〈１時間
35分〉　����　350円　
���　先着各150人　�
����　直接会場へ
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��������うんじゃ隊の心
��������第２回 あしや市民フェスタ
���������国の史跡指定を目指して
　　　　　　　　　 会下山遺跡発掘調査報告 平成19～21年度
�� � � � ���芦屋市商工会青年部主催
 　　　　　　　　   キッズ・ミニサッカー大会
 ��������自転車安全物語
 � � � � ��感動を伝えたい　民舞表現運動研究チーム
 ������　山手夢保育園 「赤鼻のトナカイ」
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サーティー

① 8 :00
②11:30
③16:00
④19:00
⑤22:30
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 � � ������＜要観覧券＞
���　12月５日・12日（土）午後２時～３時　�����　直接会場へ
� � � � � � � � 	 
 ��
���　12月11日（金）午後１時30分～３時　���　講義室　���　加藤純子
（歌）・沖倫子（ピアノ）・I   LOVE   ASHIYA　����　500円（観覧料含む）。歌集
のないかたは歌集代1,000円（『愛唱名歌』野ばら社）
※12月13日（日）の「みんなで歌いましょう・クリスマスコンサート」（合唱とハンド
　ベル）は、美術博物館ホールで（午後１時30分～３時）開催します。＜要観覧券＞
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���　12月２日～平成22年１月17日〈12月24日～１月４日・月曜休館〉午前10時～
午後５時（入館は４時30分まで）　���　日本押し絵・木目込み染色工芸作家・扇
幸流家元の津守幸苑氏の雅趣あふれる創作押し絵の世界　����　300円
��������	
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���　12月17日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　ヘミング

ウェー作「老人と海」　���　作家・柳谷郁子氏　���　16人　
����　2,300円（コーヒー代含む）　�����　上記へ
����������������	�
���　12月19日（土）午後１時30分～３時　����３種類のデ
ザインから干支「寅」をミニ色紙に　���　津守幸苑氏　���
16人　����　1,000円（教材費含む）　�����　上記へ


